
・全国に先行して人口が自然減に転じている本県では、女性の活
躍の場の拡大を進めることは、社会の活力を維持するうえで極め
て重要。

・女性の有業率、管理的職業従事者に占める女性の割合は、とも
に全国上位だが、女性にとって働きやすい環境とは言えない状況。

◆女性の有業率〔73.6%/全国７位〕 ※H29就業構造基本調査
◆管理的職業従事者の女性割合〔18.8%/全国３位〕 ※Ｒ２全国女性の参画マップ
◆女性の働きやすさ（働きやすいと思わない45.0%） ※H30県民世論調査

・仕事と家庭の両立に関する職場の理解や、出産や育児で退職し
た女性への再就職支援を求める声が多くある。

地域の実情と課題

・女性の登用を促進するためには、特に経営者層への意識啓発
が必要。令和3年度に実施した調査を基に、企業が抱えている女
性登用を進めるうえでの課題の洗い出しが必要。

今後の課題

・経済団体とタイアップしてセミナーの実施を行い、県内企業の管
理職者層に啓発することができた。

・また、オンラインを活用したセミナーを開催することによって、新
型コロナウイルスの影響により生活様式や働き方が変化に対応し
た内容で実施することができた。

事業の効果

女性の活躍推進事業【高知県】

・家庭・地域・職場など社会全体で子育てしながら働く女性を支援
する仕組みを整え、女性の活躍を県民運動へとつなげる。

・経済団体とのタイアップによるセミナーを開催し、県内における女
性の登用等を促進する。

目的・目標

・経済団体とのタイアップなど、参加者をより確保できる方法で実施。

・県内企業における女性登用の実態を把握するため調査を実施。

事業の特徴

【経済団体】
・高知県女性の活躍促進連絡会

高知商工会議所、経営者協会、商工会連合会、
中小企業団体中央会、高知県法人会、土佐経済同友会

連携団体



事業の概要

①男女がともに働きやすい職場づくりセミナー

参加者：６名

参加者の声
＜今回の研修で役立てられそうなこと＞
・問題があっても、上司や経営者が本質に気づいていないところが、
働きがいに繋がっていない

・「肯定ファースト」を心がけ、他の人も含めて、社員のやる気、
モチベーションを上げ、成長してもらう。

・「肯定ファースト」をより意識すること。現場を巻き込み自分事と
して皆が取り組んでいけるように。

実施日：令和４年１月27日（木） 13：30～16:30 【オンラインにて実施】
連携先：高知商工会議所
対象者：管理職・人事担当者
テーマ：働きがいって何ですか？コロナ収束後の働き方を考えるセミナー
講 師：株式会社オフィスkojo 代表取締役社長 小笠原豊道 氏

②高知県女性登用等実態調査

対象 ：高知商工会議所会員企業（約3,300社）
調査方法：オンライン調査
回答率 ：約24％
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